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彦
根
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
は
、

消
防
団
に
入
団
し
て
い
る
従
業
員
が
２
人
以
上

い
る
事
業
所
や
、
消
防
団
の
訓
練
場
所
、
災
害

の
発
生
時
に
事
業
所
の
資
機
材
を
提
供
す
る
な

ど
、
彦
根
市
消
防
団
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い

る
事
業
所
な
ど
に
対
し
て
、
消
防
団
協
力
事
業

所
表
示
証
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　

認
定
を
受
け
る
と
、
地
域
で
の
社
会
貢
献
を

し
て
い
る
協
力
事
業
所
と
し
て
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
自
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
表
示
証
を
掲
げ
る
こ
と
も
で
き
、
地

域
住
民
や
ほ
か
の
事
業
所
に
広
く
活
動
を
周
知

し
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

認
定
を
受
け
る
に
は

 
「
彦
根
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
実
施

要
綱
」
に
定
め
ら
れ
た
申
請
書
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

消
防
本
部
消
防
総
務

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
総
務
課
☎
22-

０
３
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

９
４
２
７
番▲交付される消防団協力

事業所表示証
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施
策
の
外
部
評
価
結
果
報

告
書
を
公
表
し
ま
す

　

彦
根
市
で
は
、
効
果
的
で
効
率

的
な
行
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、

行
政
評
価
の
一
環
と
し
て
、
事
務

事
業
評
価
や
施
策
評
価
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

行
政
評
価
に
つ
い
て
、
目
標
と

す
る
指
標
の
公
平
性
や
妥
当
性
、

進
捗
状
況
の
把
握
な
ど
に
お
い
て
、

市
民
の
視
点
で
、
多
様
な
角
度
か

ら
審
議
し
、
客
観
性
や
透
明
性
を

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、

市
民
や
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
「
彦

根
市
行
政
評
価
委
員
会
」
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
に
実
施
し
た
施
策

の
評
価
を
彦
根
市
行
政
評
価
委
員

会
が
行
い
、
評
価
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
公
表
し
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
外
部
評
価
結
果

報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
意
見
や

提
言
な
ど
を
、
今
後
の
行
財
政
運

営
に
つ
な
げ
、
総
合
発
展
計
画
「
ひ

こ
ね
21
世
紀
創
造
プ
ラ
ン
」
の
推

進
な
ら
び
に
次
期
の
総
合
発
展
計

画
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

外
部
評
価
結
果
報
告
書
は
、
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）、

支
所
・
各
出
張
所
に
備
え
て
い
る

ほ
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

報
告
書
に
つ
い
て
の
ご
意
見
な

ど
は
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
１
階
）、
支
所
・
各
出
張
所
に

あ
る
用
紙
に
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
行
政
評
価
委
員
会
」

コ
ー
ナ
ー
か
ら
も
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

意
見
応
募
期
限　

５
月
29
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
の
指
定
を
受
け
ま
し
た

　

市
立
病
院
は
４
月
１
日
付
で
厚

生
労
働
省
か
ら
地
域
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
ま
し

た
。
指
定
期
間
は
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

は
、
各
圏
域
（
彦
根
市
の
場
合
、
湖
東
医

療
圏
）
で
、
専
門
的
な
が
ん
医
療
の

提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
圏
域
内
の

医
療
機
関
に
対
す
る
診
療
支
援
、
医

療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
、
患
者
な

ど
に
対
す
る
相
談
支
援
な
ど
を
行

な
う
も
の
で
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
し
ま
す
。
県
内
で
は
都
道
府
県
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
県
立
成

人
病
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
に
市
立
病

院
を
含
め
４
病
院
が
指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
を
持
つ
市
立
病

院
は
、
今
後
も
が
ん
診
療
、
診
断
、

治
療
、
緩
和
ケ
ア
、
が
ん
相
談
事
業

な
ど
の
充
実
を
図
り
、
地
域
が
ん
診

療
の
向
上
に
努
め
、
病
院
基
本
理
念

の
「
安
心
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る
」
病

院
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
企
画

経
営
課
☎
22-

６
０
５
０
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

０
７
５
４
番

農
業
濁
水
を
流
さ
な
い
で

　
　
　

田
植
え
前
の
強
制
落
水
は

　
　
　

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　

代
か
き
や
田
植
え
の
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。農
家
の
皆
さ
ん

に
は
忙
し
い
時
期
で
す
。

　

こ
の
時
期
、農
作
業
に
よ
る
濁
水

が
流
出
す
る
と
、び
わ
湖
の
水
質
を

悪
化
さ
せ
、
魚
な
ど
、
生
き
物
が
住

み
に
く
く
な
り
ま
す
。「
環
境
こ
だ

わ
り
農
業
」
を
目
指
し
て
、近
江
米

生
産
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、濁

水
を
流
さ
な
い
農
業
を
実
践
し
ま

ひこねプレミアム商品券を発売します

　15％お得にお買い物ができる「ひこねプレミアム商品

券」が発売されます。価格は 1 冊（11,500 円分の商品券

綴り）が１万円です。

日時　５月１日㈮　10 ：00 ～　※売り切れ次第販売終了

商品券の内容　『全加盟店共通券』（5,500 円分）と『中小

加盟店専用券』（6,000 円分）

販売総数　限定 1 万冊（１億 1,500 万円分）。一人１冊限

定の販売です。

販売場所　①アル・プラザ彦根１階サービスカウンター

（大東町）②彦根商工会議所１階（中央町）③彦根銀座街

事務所④パリヤ・サンペデック１階催し場（長曽根南町）

⑤高宮商工繁栄会館（高宮町）⑥フタバヤ彦根店（高宮町）、

⑦川瀬馬場町駅地区自治会集会所（川瀬馬場町　新神戸電

機㈱前）⑧稲枝商工会館（稲部町）⑨ビバシティ彦根１階

（竹ケ鼻町）

使用できる店舗　「ひこねプレミアム商品券取扱加盟店」

のステッカーが貼付されている市内の店舗

※商品券購入時に取扱加盟店舗の一覧を配布します。

※取扱加盟店一覧記載の「大規模加盟店」では、『全加盟

店共通券』のみ使用可能です。

有効期限　５月１日㈮～８月31日㈪

問い合わせ先（販売場所ごと）　① ･ ② ･ ③彦根商店街連

盟☎ 22-7303、④㈱パリヤ☎ 22-0146、⑤高宮商工繁

栄会☎ 28-0171、⑥フタバヤ彦根店☎ 24-8128、⑦河

瀬駅前商工振興会☎28-0139または25-0334、⑧稲枝

商工会☎ 43-2201、⑨ビバシティ専門店街☎ 22-0253

し
ょ
う
。

◆
け
い
畔
の
点
検
、
あ
ぜ
塗
り
、
ま

た
は
あ
ぜ
シ
ー
ト
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

◆
代
か
き
は
浅
水
で
行
い
濁
水
を

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
田
植
え
前
の
強
制
落
水
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
水
産
課

☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

９
６
７
６
番
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ご
存
知
で
す
か　

学
生
納
付
特
例
制
度

　　

国
民
年
金
に
は
、
学
生
本
人
の
前

年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
承
認
期

間
は
原
則
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
で
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
大
学
（
大
学

院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校

等
に
在
籍
し
て
い
る
20
歳
以
上
の

学
生
で
す
。
申
請
は
、

保
険
年
金

課
で
受
付
し
ま
す
。（
住
民
登
録
が
彦
根

市
の
人
に
限
り
ま
す
）

　

な
お
、
平
成
20
年
度
に
学
生
納
付

特
例
が
承
認
さ
れ
た
人
で
、
平
成
21

年
度
に
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例

を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
、
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
。

※
平
成
20
年
度
に
申
請
を
し
た
人

で
、
平
成
21
年
度
も
引
き
続
き

同
じ
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
に

は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
は
が
き
形

式
の
申
請
書
が
送
ら
れ
て
く
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

は
が
き
に
必
要
項
目
を
記
入
し

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た

期
間
は
、
将
来
支
給
さ
れ
る
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
に
必
要
な
期
間
（
受

給
資
格
期
間
）
に
算
入
さ
れ
る
ほ
か
、

万
一
の
場
合
に
支
給
さ
れ
る
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
も
算
入
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。

　

承
認
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
付

（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
追

納
さ
れ
る
と
、
そ
の
期
間
は
保
険
料

納
付
済
期
間
と
な
り
、
老
齢
基
礎

年
金
の
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
承
認
さ
れ
た
年
度
か
ら
起
算
し

て
、
３
年
度
目
か
ら
は
当
時
の
保
険

料
に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

平
成
21
年
度
の

国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
見
直
さ

れ
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
平
成
22
年

３
月
ま
で
の
保
険
料
額
は
月
額
１

万
４
、
６
６
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
月
の
保
険
料
を
口
座
振
替
の

早
割
制
度
（
当
月
末
振
替
）
で
納
付
さ

れ
る
と
、
保
険
料
が
月
々
50
円
の
割

引
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
、
口
座

振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
ま
た
は
彦
根
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
業
務
課
で
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
４
月
分
か
ら
平
成
22
年

３
月
分
ま
で
の
保
険
料
を
、
納
付
書

で
ま
と
め
て
納
付
（
前
納
）
す
る
と
、

保
険
料
が
３
、
１
２
０
円
の
割
引
と

な
り
ま
す
。

　

納
期
限
は
４
月
30
日
㈭
で
す
。
納

付
書
が
な
い
場
合
は
、
彦
根
社
会
保

険
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
４
月
分
か
ら
平

成
22
年
３
月
分
ま
で
の
１
年
前

納
の
申
込
受
付
は
終
了
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
社
会
保
険

事
務
所
国
民
年
金
業
務
課
☎ 

23-

１
１
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
０
３
８
番

倉
くら

形
かた

　健
けん

太
た

さん（城西小学校１年）

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

牧ま
き

野の　

未み

菜な

さ
ん
（
城
北
小
学
校
５
年
）

学
年
は
、
応
募
時
の
も
の
で
す
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問
い
合
わ
せ
先　

迫は
さ

間ま

勇は
や

人と

☎
０
９
０-

９
６
９
５-

０
８
１
４
番
、
Ｅ
メ
ー
ル:

hayatohasam
a@

hotm
ail.co.jp

市　

民　

創　

造　

事　

業

石
田
三
成
と
島
左
近
の
伝
承
〜
道
標
〜

が
行
わ
れ
ま
し
た　

　

３
月
22
日
㈰
に
四
番
町
ダ
イ
ニ
ン
グ
（
本
町

一
丁
目
）
で
、
近
江
む
か
し
発
見
隊
と
地
元
の

商
店
街
の
人
た
ち
に
よ
る
甲か

っ

冑
ち
ゅ
う

劇
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民
創
造
事
業

の
一
つ
で
す
。

　

甲
冑
劇
は
、
主
に
井
伊
直
弼
が
苦
悩
の
末
、

自
分
の
信
じ
る
道
を
貫
き
、
開
国
を
決
意
し
た

場
面
や
、
石
田
三
成
ら
が
戦
い
へ
決
断
し
て
い

く
場
面
を
名
場
面
劇
と
し
て
演
じ
ら
れ
ま
し

た
。　

　

近
江
む
か
し
発
見
隊
は
、
会
社
員
や
公
務
員

な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
消
え
ゆ
く
昔
話
や

歴
史
を
次
世
代
に
伝
承
す
る
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
天
候
が
悪
い
な
か
、
約
40
人
が
甲

冑
劇
を
見
に
来
ら
れ
、
一
生
懸
命
な
演
技
に
観

客
は
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

イ 

ベ 

ン 

ト 

案 

内

「
ラ
・
フ
ェ
ス
タ　

プ
リ
マ
ヴ
ェ
ラ

 

２
０
０
９
」
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

近
畿
一
円
を
ル
ー
ト
と
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
大
会
「
ラ
・
フ
ェ
ス
タ　

プ
リ

マ
ベ
ラ
２
０
０
９
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
彦
根
市
も
、
彦

根
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
彦
根
城
周
辺
、
夢

京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
な
ど
が
通
過
ル
ー

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
堺
正
章
さ
ん
や

東
儀
秀
樹
さ
ん
、
木
内
み
ど
り
さ
ん
、
大
倉
正

之
助
さ
ん
な
ど
著
名
人
も
参
加
予
定
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
名　
「La Festa P

rim
avera 

２
０

０
９
」（
ラ
・
フ
ェ
ス
タ　

プ
リ
マ
ヴ
ェ
ラ

２
０
０
９
）

日
時　

４
月
21
日
㈫　

午
前
９
時
〜
同
10
時

に
通
過
予
定

通
過
ル
ー
ト　

名
神
高
速
彦
根
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
→
京
町
→
市
役
所
前
→
彦
根
城

内
→
西
中
学
・
滋
賀
大
学
前
→
京
橋
口
駐

車
場
（
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
）
→
夢
京
橋

キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド
→
湖
周
道
路

※
大
会
に
よ
る
交
通
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

ラ
・
フ
ェ
ス
タ　

プ
リ
マ

ヴ
ェ
ラ
組
織
委
員
会
☎
03-

５
７
０
７-

７
０
４
１
番

▶
四
番
町
ダ
イ
ニ
ン
グ
で
行
わ
れ
た
甲
冑
劇

Ⓒ片岡一史
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彦
根
市
で
は
、
４
月
８
日
㈬
に
定
額
給
付

金
の
申
請
書
を
、
各
世
帯
に
発
送
し
ま
し
た
。

　
申
請
書
が
届
い
た
ら
、必
要
事
項
を
記
入
し
、

関
係
書
類
を
添
付
し
て
、
返
信
用
封
筒
で
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
記
入
方
法
・
申
請
方

法
は
、
送
付
し
て
い
る
申
請
書
に
記
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
に
は
、本

※

人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
と
、

振
込
み
口
座
の
通
帳
の
表
紙
を
め
く
っ
た
部

分
（
金
融
機
関
名
、
取
引
店
名
、
預
金
口
座
番

号
が
印
字
さ
れ
た
見
開
き
の
部
分
）
の
コ
ピ
ー

を
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
期
間
は
、
４
月
９
日
㈭
か
ら
10
月
９
日

㈮
ま
で
で
す
。

※
本
人
確
認
書
類
　
運
転
免
許
証
、
国
民
健

康
保
険
証
、
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
外
国
人
登
録
証
明
書

等
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
彦
根
市
で
は
、
書
き
方
や
疑
問
点
に
お
答
え

す
る
た
め
に
、
下
表
の
と
お
り
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
会
に
来
ら
れ
る
場
合
は
、
次
の

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
彦
根
市
か
ら
送
付
し
た
申
請
書
　

②
本
人
確
認
書
類
の
原
本
ま
た
は
コ
ピ
ー

③
振
込
み
を
希
望
さ
れ
る
口
座
の
通
帳
の
原

本
ま
た
は
コ
ピ
ー
（
見
開
き
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー
）

定
額
給
付
金
等
給
付
推
進
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

④
印
鑑
（
認
印
で
可
）

※
代
理
人
申
請
の
場
合
は
、
代
理
人
の
本
人
確

認
書
類
も
必
要
で
す
。

次
の
場
所
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す

●
彦
根
市
役
所
　
１
階
玄
関
ロ
ビ
ー 

相
談
日
時
　
４
月
10
日
㈮
〜
同
30
日
㈭
　
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　
た
だ
し
、
４
月
25
日
㈯
、
同
26
日
㈰
は
、
市

役
所
が
市
長
選
挙
会
場
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

次
の
場
所
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
場
所
　 

定
額
給
付
金
等
給
付
推
進

　
室  

（
佐
和
町
　
文
教
ビ
ル
２
階
）

相
談
日
時
　
４
月
25
日
㈯
、
同
26
日
㈰
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
期
間
中
の
毎
週
木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

時
間
を
延
長
し
ま
す
。

▼
期
間
中
の
毎
週
木
曜
日
の
延
長
時
間
と
、
４

月
18
日
㈯
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
通
訳
が
待
機
し
ま
す
。

▼
期
間
中
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
受
付
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

定
額
給
付
金
等
給

付
推
進
室
☎
30-

６
１
３
５
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番
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ご
み
や
資
源
の
分
別
方
法
、
ご
み
等
の
出
し
方
や

注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
今
回
は
、
４
月
か
ら
分
別
方
法
が
変
更
に
な
っ
た

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
取
り
上
げ
ま
す
。

問
い
　
汚
れ
が
残
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
は
「
燃
や
す
ご
み
」
と
な
り
ま
し
た
が
、
汚
れ

の
目
安
は
、
ど
の
程
度
な
の
で
し
ょ
う
か
。

答
え
　
指
定
袋
に
入
れ
て
数
日
た
っ
て
も
、
指
定

袋
内
の
臭
い
や
汚
れ
が
気
に
な
ら
な
い
程
度
に
し

て
い
た
だ
く
の
が
目
安
で
す
。
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
が

入
っ
て
い
た
袋
で
、
わ
ず
か
な
粉
が
残
っ
て
い
る

程
度
で
あ
れ
ば
「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に

な
り
ま
す
。

問
い
　
消
費
期
限
切
れ
の
食
べ
物
な
ど
が
入
っ
て

い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
ど
う
処
分
し

た
ら
い
い
の
で
す
か
。

答
え
　
乾
燥
し
た
内
容
物
で
封
が
開
け
ら
れ
る
物

は
、
中
身
は
「
燃
や
す
ご
み
」、
袋
は
「
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

中
身
を
取
り
出
し
て
も
容
器
や
包
装
に
汚
れ
が
残

る
物
は
そ
の
ま
ま
「
燃
や
す
ご
み
」
と
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
液
状
の
内
容
物
は
、
紙
な
ど
に
染

み
込
ま
せ
、「
燃
や
す
ご
み
」
と
す
る
な
ど
、
適

正
に
処
理
し
、
容
器
と
分
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
　
食
べ
物
な
ど
で
汚
れ
て
い
る
も
の
は
、
な

ぜ
燃
や
す
ご
み
に
分
類
さ
れ
た
の
で
す
か
。

答
え
　
彦
根
市
で
は
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

再
資
源
化
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
汚
れ
て
い
る
物

が
多
く
含
ま
れ
る
と
不
良
品
と
な
り
、
リ
サ
イ
ク

ル
原
料
と
し
て
引
き
取
っ
て
も
ら
え
な
く
な
り
ま

す
。
収
集
や
選
別
の
途
中
で
、
汚
れ
た
物
が
き
れ

い
な
物
ま
で
汚
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
品
質
の
良
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を

よ
り
多
く
得
る
た
め
に
分
別
を
見
直
し
ま
し
た
。

問
い
　
汚
れ
が
残
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
燃
や
し

て
も
、
焼
却
炉
や
排
ガ
ス
な
ど
に
問
題
は
な
い
の

で
す
か
。

答
え
　

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
炉
は
、
国
の
構

造
基
準
を
満
た
す
よ
う
改
良
し
、
厳
し
い
排
ガ
ス

規
制
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
満
た
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
回
の
分
別
変
更
に
先
立
っ
て
焼
却
試
験
を

行
い
、
問
題
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

祝
日
の
ご
み
収
集

　
４
月
、
５
月
は
、
国
民
の
祝
日
が

多
く
な
り
ま
す
。
ご
み
の
収
集
日
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
29
日

（水・祝）
か
ら
５
月
６
日

（水・振）

ま
で
の
ご
み
収
集
お
よ
び
直
接
搬

入
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
４
月
28
日
㈫
ま
で
と
、
５
月

７
日
㈭
以
降
は
、
平
常
ど
お
り
に
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ご
み
等
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
休
日
明
け
の

清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
の
直
接
搬
入
は
大
変
込
み

合
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

清
掃
セ
ン

タ
ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
24-

７
７
８
７
番

ご
み
等
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
　
〜
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
〜

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
ご
み
等
の
出
し
方
や
収
集
日
が
分
か
ら
な

い
と
き
は
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
22-

２
７
３

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

７
７
８
７
番
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
、
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
や
分

別
方
法
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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今
な
お
同
和
問
題
を
は
じ
め
女
性
、

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
外
国
人

な
ど
に
対
す
る
人
権
侵
害
が
後
を
た

た
ず
、
多
く
の
課
題
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
差
別
の
な
い
明

る
く
住
み
よ
い
社
会
を
築
い
て
い
く

た
め
に
、
行
政
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

方
向
で
何
を
重
点
的
に
、
ま
た
ど
の
よ

う
な
内
容
で
取
り
組
む
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
今
後
の
人
権
施
策
の

基
本
方
針
を
定
め
る
こ
と
と
し
、
平
成

18
年
に
実
施
し
た
「
人
権
に
関
す
る
市

民
意
識
調
査
」
の
結
果
を
踏
ま
え
、
彦

根
市
人
権
尊
重
審
議
会
で
、
慎
重
に
議

論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
審
議
会
か
ら
の
意
見
具
申

に
基
づ
き
、「
彦
根
市
人
権
施
策
基
本

方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
主
な

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
全
文
は
、
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー(

市
役
所
１
階)

、
支
所
・

各
出
張
所
、
各
地
区
公
民
館
に
設
置
し

て
い
る
ほ
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
政
策
課
☎

30-

６
１
１
５
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１

３
９
８
番
、
Ｅ
メ
ー
ル :  jinken@

 
m

a.city.hikone.shiga.jp

彦
根
市
人
権
施
策
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
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寄
附
申
し
出
制
度
を
利
用
し
て
、

事
業
に
登
録
し
て
い
る
団
体
の
活
動
を
応
援
し
よ
う

　

寄
附
申
し
出
制
度
は
、「
受
け
取
っ
た
『
彦げ

ん

』
を
い
ろ
い
ろ
な
団
体

に
寄
附
し
た
い
」
と
い
う
思
い
に
応
え
る
た
め
、「
彦
」
を
交
付
す
る

と
き
に
、
窓
口
で
寄
附
す
る
団
体
を
選
択
す
れ
ば
、
彦
根
市
が
代
わ

り
に
「
彦
」
を
団
体
へ
お
渡
し
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
自
分
が
関
係
し
て
い
な
く
て
も
、「
活

動
を
応
援
し
た
い
」と
思
う
団
体
へ
寄
附
を
し
や
す
く
な
り
ま
す
。（
登

録
団
体
は
、
取
得
し
た
「
彦
」
を
換
金
（
１
彦
＝
１
円
）
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。）

　

今
回
、
下
と
左
の
ペ
ー
ジ

で
、
３
月
31
日
現
在
の
美
し
い

ひ
こ
ね
創
造
事
業
に
登
録
し

て
い
る
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

 

ま
ち
づ

く
り
推
進
室
☎
30-

６
１

１
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１

３
９
８
番
、
Ｅ
メ
ー
ル: 

m
achizukuri@

m
a.city.

hikone.shiga.jp

▲発行される地域通貨「彦」
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知
っ
て
い
ま
す
か

美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
活
動
体
験
記

　

毎
月
、
広
報
ひ
こ
ね
の
１
日
号
に
、
す

で
に
活
動
へ
参
加
し
て
い
る
団
体
・
グ
ル

ー
プ
や
個
人
の
活
動
体
験
記
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

活
動
を
通
し
て
「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

た
」「
こ
ん
な
ふ
う
に
感
じ
た
」
な
ど
、
参

加
者
な
ら
で
は
の
コ
メ
ン
ト
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
参
加
す
る
場
合
の
参

考
に
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

毎
月
更
新
中
！　

美
し
い
ひ
こ
ね

創
造
活
動
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
活
動
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
活
動
体
験
記
に
加
え
、「
彦
」
協
力

店
の
特
典
内
容
や
登
録
団
体
紹
介
な
ど
、

多
彩
な
情
報
を
満
載
し
て
、
制
度
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.city.hikone.

shiga.jp/kikakushinkobu/gen/index.htm
l

今
年
の
夏
に
新
し
い

｢

彦｣

の
使
い
道
が
で
き
ま
す

　

夏
ご
ろ
に
、
新
た
な

｢

彦｣

の
使
い
道

と
し
て
、
ひ
こ
に
ゃ
ん
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

エ
コ
バ
ッ
グ
と
の
交
換
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
決
ま
り
次
第
、
広
報

ひ
こ
ね
や
、
美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
活
動
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
期

待
く
だ
さ
い
！
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〈日時〉５月４日（月・祝）　10：00 ～ 15：00（雨天のときは中止）

　〈場所〉子どもセンター（日夏町）　〈出店料〉１ブース 500

円　〈申込期限〉４月28日㈫　〈申込方法・問い合わせ先〉

直接、リサイクルステーションで申し込むか、往復はがき

の往信の裏面に住所、氏名、電話番号、出店品目、人数、

出店希望日を、返信の表面に住所、氏名を書いてリサイ

クルステーション（〒 522-0088 銀座町４-19、受付時間 10：00

～ 16：00、木・日曜日は休み）☎ 26-4810（FAX 共用）へ

〈内容〉外国人に日本語を教える方法の基礎から実践まで

　〈日時〉５月10日～６月14日の毎週日曜日（５月 31 日を

除く）の 10：00 ～ 11：30　〈場所〉西地区公民館（本町一丁

目）　〈受講料〉1,000 円　〈申込方法・問い合わせ先〉ボラ

ンティア日本語教室スマイル事務局☎・FAX22-9498（本

田方）

〈日時〉５月16日㈯ 10：00 ～ 12：00　〈場所〉彦根城博物

館講堂・展示室　〈定員〉30 人（申込者多数の場合は先着

順）〈内容〉特別公開中の国宝・彦根屏風をじっくり観察

して、自分だけのお話をつくります。〈申込期限〉５月１

日㈮（当日消印有効）〈申込方法・問い合わせ先〉往復はがき

往信の裏面に「はくぶつかんへ行こう①参加希望」、住所、

氏名（ふりがな）、学年、電話番号を、返信の表面にも住

所・氏名を書いて彦根城博物館（〒 522-0061　金亀町 1-1）

☎ 22-6100、FAX22-6520 へ。申込みは１人１通とし

ます。なお、保護者は、催しには参加できません。

  

　「男女共同参画社会」とは、男女が社会の対等なパート

ナーとして、家庭、地域、職場などで、ともに責任を担

い合い、一人ひとりが個性や能力を発揮することができ

る社会のことです。「男女共同参画フォーラム」は、この

男女共同参画社会の実現を目指して、市民一人ひとりが

学習したり、 話し合ったりする「つどい」の場です。企画

や運営は、公募による実行委員会が手作りで行います。 

〈実行委員の活動内容〉フォーラムの企画会議への参加、

フォーラム開催当日の運営、男女共同参画に関す　る研

修の受講〈フォーラムの期日・会場〉未定（実行委員会で決

めます）〈参加資格〉市内に在住・在勤・在学の人　※経験

の有無は問いません〈募集人数〉制限はありません〈応募

期限〉５月15日㈮〈応募・問い合わせ先〉 男女共同参画セ

ンター「ウィズ」☎ 24-3529（ファクス共用）、Ｅメール：

with.hikone@oboe.ocn.ne.jp

 

〈内容〉現在、庄堺公園には約1,200本のバラが植栽されてい

ます。この庄堺公園を彩る バラ園の一部を、一年間お世話

（剪定、薬剤散布、草刈りなど）していただく人を募集します。

※用具などは参加者の負担　〈対象〉指定した日（平日で週１

日程度）に必ず参加できる人　〈定員〉５人（申込者多数の場合

は抽選）〈応募期限〉４月27日㈪（当日消印有効）〈応募方法・

問い合わせ先〉はがきに住

所、氏名、電話番号、「バ

ラ園管理ボランティア希

望」と書いて 都市計画課

景観・公園係（〒 522-8501

元町 4-2）☎ 30-6124、Ｆ

ＡＸ 24-8517

 

　彦根市男女共同参画フォーラム 実行委員

 

　バラ園管理ボランティア

 

　エコマーケット「夢畑」

　これから始める「日本語ボランティア」の　
　ための講習会

　彦根城博物館　小学生対象教室

　「はくぶつかんへ行こう①彦根屏風のお話をつくろう」

第
４
回

彦
根
市
環
境
審
議
会
を

開
催
し
ま
す

　

彦
根
市
環
境
審
議
会
は
、
彦

根
市
環
境
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
市
の
区
域
に
お
け
る
良
好

な
環
境
保
全
と
創
出
に
関
し
基

本
的
事
項
を
調
査
審
議
す
る
機

関
で
す
。
前
回
の
審
議
会
に
お

い
て
彦
根
市
長
か
ら
次
期
「
彦

根
市
環
境
基
本
計
画
お
よ
び
地

域
行
動
計
画
」（
案
）
の
策
定

に
つ
い
て
諮
問
が
あ
り
、
平
成

22
年
７
月
の
答
申
を
目
指
し
、

今
年
度
は
数
回
審
議
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

会
議
は
公
開
さ
れ
、
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
傍

聴
を
希
望
す
る
人
は
、
審
議
会

開
催
前
日
ま
で
に

生
活
環
境

課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
28
日
㈫

　

午
後
３
時
か
ら

場
所　

市
役
所
５
階　

第
３
委

員
会
室

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境

課
☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番
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ご意見をお寄せいただきありがとうございました
〜意見公募手続制度〜

第２期彦根市障害福祉計画（素案）

意見の件数　1� 件

　案の修正を行うもの　　　８件

　案の修正を行わないもの　６件
※修正内容については、 障害福祉課にお問い合わせいた

だくか、彦根市ホームページをご覧ください。

問 い 合 わ せ 先　 障 害 福 祉 課 ☎ 27-9981、

FAX26-1767

第４期彦根市高齢者保
健福祉計画・介護保険
事業計画（素案）

意見の件数　０件

　

問い合わせ先　 介護福祉課☎

23-9660、FAX26-1768

　まちづくり基本条例は、地域や自治体の運営に関する基本

ルールを地域自身が定めるもので、「自治体の憲法」とも言わ

れます。彦根市では昨年度に「彦根市まちづくり基本条例検

討委員会」を設置しました。検討委員会では彦根市にとって

「まちづくりの基本ルールを定める条例は必要なのか」、「制

定する場合どのようなルールが必要なのか」などについて話

し合っていただき、「基本条例は必要」という結論に達しま

した。これを受け、彦根市では、「（仮称）まちづくり基本条

例」（案）の策定に向けて、引き続き検討委員会で検討を行

います。この検討委員会の委員を募集します。

募集人数　３人　※委員総数は 18人程度（公募委員のほか、学

識経験者、関係団体、市職員で構成します）

資格　18 歳以上の市内在住、または在勤・在学の人

内容　検討委員会の会議に参加

※彦根市のまちづくりの基本ルールを定める条例案の策定

を行います。検討委員会は平日夜間、土・日曜日など月１

～２回程度の開催を予定しています。

※基本条例への理解を深めるため、検討委員会のほか、自由

参加の勉強会を開催します。

任期　平成 21 年度最初の検討委員会（５月 19 日㈫ 18：00 ～）

から条例案がまとまるまで（１年程度）

報酬　１回 5,400 円

応募方法　住所、氏名、電話番号、性別、生年月日、市内在

住・在勤・在学の別、および検討委員会に参加しようと

思った動機、条例として実現したいことなどを、400 字

程度のレポートにまとめ、４月30日㈭（必着）までに直接

または郵送、Ｅメールで まちづくり推進室に提出して

ください。なお、提出された書類などはお返ししません。

ご意見をお待ちしています

（仮称）彦根市まちづくり基本条例の検討内容

　「彦根市まちづくり基本条例検討委員会」から、検「彦根市まちづくり基本条例検討委員会」から、検

討内容をまとめた報告書が３月に提出されました。

　今回、この報告書を公表し、報告書について、�について、�

さんのご意見を募集し、条例案の策定に生かしてい、条例案の策定に生かしてい

きたいと考えています。いただいた意見などは、市。いただいた意見などは、市

の考え方とともに�理したうえで公表します。なお、考え方とともに�理したうえで公表します。なお、、

いただいた意見に対して個別に回答はいたしません

のであらかじめご了承ください。

報告書の��場所の��場所　 まちづくり推進室、支所・各出

張所、情報公開コーナー（市役所１階）、彦根市ホーム

ページ

提出期�期�　４月15日�～５月14日㈭４月15日�～５月14日㈭

提出方法　 まちづくり推進室に直接お�ちいただに直接お�ちいただ

くか、郵送、ファクス、Ｅメールで提出してくだ

さい。

選考　随時、面談をし、レポートおよび面談の内容により

委員を決定します。

提出・問い合わせ先　　 まちづくり推進室（〒522-8501

元町 4-2））☎30-6117、FAX22-1398、

　E メール：machizukuri@ma.city.hikone.shiga.jp
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※駐車場での駐車時間は、30 ～ 40 分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

５月前半

１日㈮

７日㈭

８日㈮

11日㈪

1�日㈫

1�日㈬

1�日㈭

1�日㈮

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、

本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二

丁目（河原二丁目一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田（大

沢）、開出今蔵の町団地、八坂東団地、海瀬

里根、外、戸賀、小泉、開出今蔵の町団地、八坂東団地、野瀬、

西今

芹川、戸賀、小泉、山之脇、開出今、西今、三津屋

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、

開出今団地（第１・３部）、大藪、開出今、西今、三津屋

中央（第２、３部）、立花、金亀、尾末、城町一丁目、城町二

丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、大藪、開出今、甘呂、

宇尾、須越

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一丁目、

中藪二丁目、中藪、長曽根南、甘呂、宇尾、須越、八坂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

橋向、和田、後三条（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、

須越、八坂

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【５月前半】

図書館休館日 ３日（日・祝）、４日（月・祝）、５日（火・祝）、

６日（水・振 ）、11 日㈪

２日㈯

７日㈭

１日㈮

８日㈮

１2日㈫

１3日�

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WA っとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１4日㈭

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

５月前半

１5日㈮
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００
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現
在
、
整
備
の
途
中
で
す
が
、
松
原
下

屋
敷
の
現
状
を
期
間
限
定
で
特
別
に
公
開

し
ま
す
。
新
緑
の
名
勝
庭
園
を
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

公
開
期
間　

４
月
20
日
㈪
〜
５
月
24
日
㈰

※
期
間
中
は
毎
日
公
開
し
て
い
ま
す
。

公
開
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

料
金　

無
料

そ
の
他　

秋
の
紅
葉
の
時
期
に
も
特
別
公

開
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

文

化
財
課
の
「
文
化
財
探
索
ウ
ォ
ー
ク
」

で
は
、
玄
宮
楽
々
園
な
ど
と
と
も
に
見

学
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事

前
に
申
し
込
ん
で
い
た
だ
い
た
団
体
に

は
、
ご
案
内
も
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文
化
財

課
☎
26-

５
８
３
３
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

５

８
９
９
番
、Ｅ
メ
ー
ル: bunkazai@

m
x.hikone.ed.jp

松
原
下
屋
敷
（
お
浜
御
殿
）
と
は

　

松
原
下
屋
敷
（
お
浜
御
殿
）
は
、
11
代
当

主
井
伊
直な

お

中な
か

に
よ
り
文
化
７
年
（
１
８
１

０
）
ご
ろ
に
琵
琶
湖
畔
に
造
営
さ
れ
た
下

屋
敷
で
す
。
彦
根
藩
の
も
う
１
つ
の
下
屋

敷
で
あ
る
槻

け
や
き

御
殿
（
玄
宮
楽
々
園
）
と
は
立

地
や
趣
も
異
な
り
、
公
式
性
を
離
れ
た
内

向
き
の
、
庭
園
を
主
体
と
し
た
下
屋
敷
で

し
た
。

　

松
原
下
屋
敷
の
庭
園
は
、
優
れ
た
造
園

技
術
を
駆
使
し
、
琵
琶
湖
の
水
や
山
の
自

然
を
い
か
し
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
琵
琶

湖
の
水
位
と
連
動
し
て
汀て

い

線せ
ん

（
波
打
ち
ぎ
わ
）

が
変
化
す
る※

汐し
お
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り

形
式
の
手
法
を
用
い
た

池
を
中
心
に
、
西
側
は
洲す

浜は
ま

の
広
が
る
穏

や
か
な
景
観
と
し
、
東
側
は
築つ

き

山や
ま

（
庭
に
築

い
た
小
さ
な
山
）
が
折
り
重
な
る
深
遠
な
趣

と
な
っ
て
い
ま
す
。
13
代
当
主
井
伊
直な

お

弼す
け

の
時
代
に
は
、「
が
け
之
御
茶
屋
」「
南
台

之
御
茶
屋
」「
通
天
御
茶
屋
」「
菊
之
御
茶

屋
」
の
４
棟
の
茶
室
も
設
け
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

明
治
４
年
の
廃
藩
置
県
後
、
彦
根
に
お

け
る
井
伊
家
の
居
宅
は
こ
の
屋
敷
が
用
い

ら
れ
、
明
治
22
年
に
は
玄
関
棟
や
大
広
間

棟
が
増
設
さ
れ
ま
し
た
。
庭
園
に
つ
い
て

は
、
昭
和
57
年
度
に
奈
良
国
立
文
化
財
研

究
所（
現
在
の
奈
良
文
化
財
研
究
所
）
に
よ
り
調

査
が
実
施
さ
れ
、

教
育
委
員
会
で
も
平

成
12
年
度
に
庭
園
や
歴
史
的
建
造
物
の
調

査
、
植
生
調
査
、
そ
し
て
測
量
調
査
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
に
よ
り
、

松
原
下
屋
敷
の
庭
園
が
玄
宮
楽
々
園
と
は

様
相
の
異
な
る
大
名
庭
園
で
あ
り
、
近
世

の
大
名
文
化
を
理
解
す
る
上
で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
平
成
12
年
度
に
は
彦
根
市
指
定

文
化
財
（
名
勝
）
に
指
定
し
、
さ
ら
に
翌

平
成
13
年
度
に
は
国
の
名
勝
指
定
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
14
年
度
か
ら
は
彦

根
市
が
管
理
団
体
と
な
り
庭
園
の
維
持
管

理
を
図
る
と
と
も
に
、
公
有
地
化
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
公
有
地
化
に
め
ど
が
立
っ
た
段

階
で
、
国
の
補
助
と
指
導
を
得
な
が
ら
、
庭

園
や
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
修
理
を
実
施

し
、
公
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。
松
原
下

屋
敷
は
、
彦
根
市
民
の
大
切
な
宝
で
あ
り
、

ま
た
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
も
期
待
さ

れ
ま
す
。

※
汐
入
形
式　

海
水
の
干
満
を
利
用
し
て

池
の
景
色
を
変
え
る
庭
園
技
法
。
汐
入

式
の
池
を
も
つ
旧
大
名
庭
園
と
し
て
は
、

浜
離
宮
恩お

ん

賜し

庭
園
（
東
京
都
）
や
養よ

う

翠す
い

園え
ん

（
和
歌
山
県
）な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

松
原
下
屋
敷
の
庭
園
は
淡
水
（
琵
琶
湖
の

水
）
を
利
用
し
た
汐
入
形
式
の
手
法
を

用
い
た
、
わ
が
国
唯
一
の
庭
園
で
す
。▲松原下屋敷の古写真




